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ギフト

与」から「歓
ホスピタリティ

待の贈
ギフ ト

与」への弁証のために―

Potentialities of tourism after=with COVID-19

For Dialectic from “Gift of Risk” to “Gift of Hospitality”

遠藤　英樹＊　

要　約

現代社会は、人、モノ、資本、情報、データ、イメージ、観念、技術等が

たえず移動する世界を現出させた。だが、現代の新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の感染拡大の状況では、国境を越えていくようなモビリティな

どなくなったのではないか、と思う人がいるかもしれない。その通りである。

しかし、だからこそ現代はモビリティの時代だと言えるのだ。現在のように

観光をはじめ人のモビリティがとまってしまっているのは、ウイルスが世界

中を移動し、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）がパンデミックに流行

してしまったためである。そして、そのように新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）がグローバルなかたちでパンデミックに流行したのは、観光を

はじめとする人やモノのモビリティを介してなのである。いわば観光は世界

に対して、ウイルスによるリスクを贈
ギフト

与したのである。では観光は、もはや、

ないほうが良いものなのか。実は観光には、今後の社会を形成するうえで重

要な可能性が秘められている。そこで本稿は、観光が今後、①「どのような

形態をもつようになるのか」、②「そのなかで、どのような意義をもつのか？」

を考える中で、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）以後の観光の可能性
＊  立命館大学文学部教授
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を描写したい。

Abstract

Modern society has brought about a world characterized by ceaseless 

movement of people, things, capital, information, data, images, concepts, 

technology, and so forth. However, there are those who wonder whether the 

spread of Covid-19 has effectively brought about an end to the age of 

international mobility. This is indeed correct. Nevertheless, looked at from a 

different angle, we may say that this very fact is why the present age can be 

referred to as the age of mobility. The mobility of people, including tourists, 

has come to a halt. Yet, this is because the Covid-19 virus was able to spread 

across the globe, creating a pandemic. Moreover, the reason that the virus was 

able to become a pandemic on a global scale in the first place is because of the 

mediation offered by the international mobility of people and things. Put 

another way, the risk presented by this virus is a “gift” that tourism has 

bestowed upon the world. Does this mean that it would be better for tourism 

to be brought to an end? I would rather argue that tourism has an important 

latent potential to shape the future of society. With the aim of illuminating this 

potential in mind, in this paper, I will consider the following two problems: 

Firstly, what form will tourism take in the future? Secondly, within this 

context, what significance will tourism come to hold? Through addressing 

these problems, my aim is to provide a sketch of the fundamental possibilities 

of tourism in the age of Covid-19.

キーワード：  ツーリズム・モビリティ、リスク、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）、デジタル革命、歓
ホスピタリティ

待、贈
ギフ ト

与
Key words：  tourism mobilities, risk, Corona-Virus Disease-2019（COVID-19）, 

digital revolution, hospitality, gift
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1．はじめに―モビリティの時代

現代社会は、人、モノ、資本、情報、データ、イメージ、観念、技術等が

たえず移動する世界を現出させた。それらが移動する形態、方向、意味、強

度は多様かつ重層的であるが、ピーター・エイディーは、「世界が移動し続

けているということを私たちはもはや無視することはできない」と主張する

（Adey 2017, 1）。彼は言う。

これまでにないほど、いま世界は移動し続けている。モビリティは遍在

していると言っても良いのかもしれない。すなわち、私たちはほとんど

いつでもモビリティを経験しているのである。ナイジェル・スリフト

（2006）によると空間でさえ、こうしたモビリティに特徴づけられてい

る。『あらゆる空間はつねにモビリティのもとにある』と彼は書いてい

る。もちろんアンソニー・ギデンズ（2000：1）が語っているように、モ

ビリティそのものはとくに『新しい』ことではない。しかし、確実に

『新しい』ことが世界で生起しつつあるのだ。

ジョン・アーリは、こうしたモビリティの特徴を「モビリティ・パラダイ

ム」として整理している（Urry 2007=2015）。このようなグローバルなモビ

リティは現代における私たちの生
l i f e

を変容させ、それらがいとなまれる舞
settings

台と

なる社会に対しても大きな影響をあたえるようになっている。アンソニー・

エリオットとジョン・アーリはその著『モバイル・ライブズ―「移動」が

社会を変える』において、そのことを以下のように表現する（Elliott & Urry 

2010=2016, ⅱ）。

人びとが今日みずからの生を営むあり方は、グローバルなモビリティ・

プロセスのより広い変動に影響され、それを映し出しているのである。
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さらに言えば、世界をさらに移動するようになること―炭素をエネル

ギー源とする、人、品物、サービス、観念、情報の移動が加速していく

こと―は、生が営まれ経験され理解されるあり方に影響をあたえるの

だ。・・・（中略）・・・われわれが思うに、モビリティーズに関する新

たなグローバルな語りにおいて、生は再形成され変容しつつある。

2．モビリティの風
スケープ

景

ではモビリティは、いま、どのようなかたちで現れるようになっているの

だろうか。以下では、アルジュン・アパデュライ『さまよえる近代―グ

ローバル化の文化研究』の議論に変更をくわえつつ、モビリティが現れる際

の風
スケープ

景として、「エスノスケープ」「マテリアルスケープ」「ファイナンスス

ケープ」「ガバナンススケープ」「イマジナリースケープ」という 5つの次元

を示しておきたい（Appadurai 1996=2004）1）。

まず「エスノスケープ」とは、外国人労働者、観光客、移民、難民など、

人の移動から見えてくるグローバル社会の現れ方である。次に「マテリアル

スケープ」とは、商品、工業原材料、生産機械、貨物など物質的なものが多

様な境界を越えて移動している事態を指している。

また「ファイナンススケープ」とは、グローバル資本が国境を越えて移動

し続けている事態を指す。さらに「ガバナンススケープ」とは、地域や国家

などの制度的な権力・主権が国境を越えモバイルなものとなることで揺らい

でいく事態を指している。最後に「イマジナリースケープ」とは、情報、イ

メージ、観念、思考の移動によって見えてくるグローバル社会の現れ方を意

味している。

これら 5つのモビリティの風
スケープ

景はときに相互に乖離し、ときに相互に融合

し合いながら、複層的なモビリティの潮
フロー

流をつくりだしていく。その例とし

て、2015年以降に多くの難民がヨーロッパ諸国に押し寄せた「欧州難民危
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機」を思い浮かべてみよう（墓田 2016）。シリア、イラクをはじめとする中

東諸国、リビア、スーダン、ソマリアをはじめとするアフリカ諸国、アフガ

ニスタン、パキスタンなどをはじめとする南アジア諸国、コソボ、アルバニ

アをはじめとするバルカン半島西部の国々で起きた内戦、戦争、宗派対立、

テロ、紛争のために、120万人を超える人びとが難民となった。このような

事態を前にして、国家の主権や制度が脅かされるのではないかと感じた人び

とによって、移民や難民の移動を規制・排除するべきだとするイデオロギー

（考え方）が、国を越えてネガティブなかたちで現れるようになっている。ま

さに反グローバリズム的なイデオロギーが、アイロニカルなことに、グロー

バルな形態で流通するようになっているのである。すなわち、ここには「エ

スノスケープ」と乖離しつつも、「ガバナンススケープ」と「イマジナリー

スケープ」が相互に融合するかたちで、モビリティが現れるようになってい

ると言える。

また EUからの離脱をかけて 2016年に行われたイギリスの国民投票のこ

とを思い浮かべてもよいかもしれない（村上 2016）。国民投票にさきだち、

当初イギリスは現実的な判断を行ない、急激な変化を避けるため残留派が勝

図 1　欧州難民危機の際の情景
資料出典：https://www.afpbb.com/articles/-/3058249
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利するだろうと予想されていた。しかしながら、最終的に勝利したのは離脱

派で、その結果イギリスは EUからの離脱の手続きを進めていくことになっ

た。

離脱派をささえた人びとは、イギリスの「伝統的価値観」を温存したいと

する高齢の人びとや、低所得者層・スキルの低い労働者階級に比較的多かっ

た。彼らはグローバル資本による恩恵に浴することができず、増加し続ける

移民の流入や EUへの巨額の拠出金のため自分たちの権利が脅かされている

のではないかという懸念・考えを抱いていた。そうした人びとの間で、「エ

スノスケープ」「ファイナンススケープ」「マテリアルスケープ」が融合する

ことで形成されていた EU圏のフローに対し、「ガバナンススケープ」と「イ

マジナリースケープ」がはっきりと乖離してしまっていることを明示したこ

とで、Brexitは決定されたのである。

もちろん、同じイギリスでも残留派においては、事情は異なっている。そ

こでは、「エスノスケープ」「ファイナンススケープ」「マテリアルスケープ」

「ガバナンススケープ」「イマジナリースケープ」が相互に乖離しておらず、

すべて融合し合っている。このように、たとえ同じイギリス国内においてで

あっても、モビリティの 5つの風
スケープ

景は様ざまなかたちで乖離と融合を繰り返

し、複層的で異質なモビリティの潮
フロー

流をたえずつくりだしているのである。

3．モビリティとしての社会

このことからアーリは、「社
t h e  s o c i a l

会的なもの」の在処がこれまでの

（移
イ ン モ ビ リ テ ィ

動しないことを基本とする）「社会」から、「モビリティ」へ変化しつつ

あると主張し、「モビリティとしての社会」という概念を提唱する（Urry 2000, 

186）。

20世紀におけるほとんどの社会学が職業、収入、教育、社会移動の研究
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に基礎づけられてきた。これらの業績は、社会を統一されたものである

と見なし、階級、ジェンダー、エスニシティに結びつけつつ、地域や都

市や場所の地理学的相互作用を考えてこなかった。いまや社会の領域の

内部で、なおかつその領域を越えていくような、人びとの潮
フロー

流が生じて

いる。・・・・・・人びとだけではない。多くの「モノ」「イメージ」「情

報」「消費物」もまたモバイルなものになっているのである。

こうしたアーリの主張については、もちろん、より丁寧な検討を加えてい

く必要がある。たとえばアーリのように「既存の社会」と「モビリティ」を

対比的に捉えることが適切なのかについては、よく考えていくべきだろう。

かつて近代の成立とともに、社会学は「社
t h e  s o c i a l

会的なもの」の位相を把握しよう

と「社会の発見」に至った。その中で「社会学」は、ディシプリンとして制

度化されていく（佐藤 2011）。この「社会」が内包するもの、すなわち「社

会のコノテーション」がいまや「モビリティ」を含みこんで、新しいダイナ

ミックな胎動を見せ始めているのだとすれば、「既存の社会」と「モビリティ」

を対比的に捉えるのではなく、「既存の社会」そのものに「モビリティとし

ての社会」へと至る契機がすでに内包されていたと考え、「社会」と「モビ

リティ」を密接に絡み合う関係性の中で捉えていくべきである。

以上のことも含め、アーリの批判的検討を今後さらに精緻に行っていく必

要があると思われるのだが、あえてアーリのひそみに倣うとするならば、現

在「社
t h e  s o c i a l

会的なもの」は、とくに「観光」というモビリティにおいて明白に現

れるようになっていると考えられないだろうか。

もちろん、米国やヨーロッパ諸国をはじめ世界各国で発生するテロ事件、

SARSなど感染症の発生、東日本大震災などの災害、リーマンショックなど

の経済状況といった様ざまな出来事に影響され、旅行者数が減少する場合も

ある。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のことを考えれば、そのこと

は一目瞭然であろう。だが、これらの出来事が生じるたびにその形態を大き
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く変えていきながら、それでも観光はモビリティを形成するうえで依然とし

て大きな役割を果たしてきたのである。これについて、アーリはミミ・シェ

ラーとともに「ツーリズム・モビリティ」という概念を提示している（Sheller 

& Urry 2004, 1）。

われわれが「ツーリズム・モビリティ」について言及するのは、明白な

こと（観光がモビリティの一形態であること）を単に述べるためだけで

はない。そうではなく、様ざまなモビリティが観光を形づくり、観光が

パフォームされる場所を形成し、観光地をつくったり破壊したりすると

いったことに焦点を当てるためなのである。人やモノ、飛行機やスーツ

ケース、植物や動物、イメージやブランド、データシステムやサテライ

ト、これらの移動すべてが観光という行為へと結びつく。

観光は人の移動にとどまることなく、土産物やスーツケースをはじめとす

るモノの移動も含んでいる。また、人びとは観光情報誌やウェブ、スマート

フォン等といったメディアを用いて、情報やデータを検索し、観光地に関す

る多くのイメージを持って観光へ出かける。それゆえ、情報、データ、イ

メージの移動も生じている。さらに観光地において様ざまなモノや事柄を見

聞きしたり経験したりすることによって、記憶を形成し、思い出へと変えて

いく（記憶の移動）。他に観光は、旅行代理店、航空産業等の交通業者、ホ

テル等の宿泊業者をはじめとする諸産業と結びついて成立しているがゆえ

に、当然のことながら資本の移動を伴う。このようにモビリティの様々な

潮
フロー

流を形成しながら、観光は社会のあり方や文化のあり方を深部から大きく

揺るがせる社会現象となっているのである（Hannam & Knox 2010）。
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4．パンデミックな新型コロナウイルス感染症

だが、現代の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の状況で

は、国境を越えていくようなモビリティなどなくなったのではないか―そ

んな風に思う人がいるかもしれない。その通りである。

だからこそ、現代はモビリティの時代だと言えるである。一体、どういう

意味か。

現在のように観光をはじめ人のモビリティがとまってしまっているのは、

ウイルスが世界中を移動し、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）がパン

デミックに流行してしまったためではないか。そして、そのように新型コロ

ナウイルス感染症（COVID-19）がグローバルなかたちでパンデミックに流行

したのは、観光をはじめとする人やモノのモビリティを介してであろう 2）。

実際、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、「新しい原因不明の肺

炎」として 2019年 12月 31日に中国・武漢で正式に発見されて以降、武漢

を訪れた観光客や、武漢など中国各地から世界に渡った観光客といった、ま

さに人のモビリティが、広めた可能性が高い（美馬 2020）。かつての社会に

おいても、人々の生存を脅かす感染症はもちろん存在していた。しかし、そ

れはモビリティ以上に、不衛生な環境によってもたらされるものであった。

コレラといった伝染病が、そうである。いまも、こうした感染症は猛威をふ

るっているが、主にそれは飲料水も含めて清潔な環境を確保できない地域に

おいてである。
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しかし新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は違う。不衛生な環境であ

ろうが、衛生的な環境であろうが、それは、区別なく＝境
b e y o n d  b o a r d e r s

界を越えて猛威を

ふるう。人やモノが国境を越え、世界中を移動していくからこそ、それはパ

ンデミックに流行していくのである 3）。

人、モノ、資本、情報、データ、イメージ、観念、技術等とならんで、ウ

イルスもグローバルに移動するからこそ、逆説的なことに、人のモビリティ

がとまってしまっているのが、アフター＝ウィズ COVID-19の状況なのであ

る。ウイルスのモビリティはツーリズム・モビリティによって一部もたらさ

れ、それがツーリズム・モビリティをとめてしまったのだ。ドイツの社会学

者ウルリッヒ・ベックは、『世界リスク社会論』という本の中で、現代にお

いては、ウイルス、テロ、気候変動などによるリスクは、このように国境を

越えたグローバルなものとなっていると言う（Beck 2002=2010）。

しかし国境を越え、世界中に拡散するのは、感染症だけではない。真偽不

明の情報やデマ、フェイクニュースなども「パンデミック」なものとなる。

図 2　コレラが流行した「地震による避難民キャンプ」で暮らすハイチの子どもたち
資料出典：https://www.savechildren.or.jp/sc_activity/haiti/101101.html
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の場合にも、こうした現象が散見さ

れた。

たとえば毎日新聞 2020年 2月 9日記事には、新型コロナウイルスの感染

者が欧州で最初に確認されたフランスで、アジアの人々がウイルスをまき散

らしているのだというデマが流れ、直後からアジア人への差別や嫌がらせが

広がったことが述べられている。「『中国人同士で地下鉄に乗り込むと、乗客

が口と鼻をスカーフで覆って眉をひそめた』『車内では絶対にせきができな

い』などと、アジア系住民の怒りや困惑の書き込み」が SNS上であふれてい

たと書かれている。

また感染の拡大をくいとめるためにロックダウン（都市封鎖）を実施する

国々も増える中で、食料品、トイレットペーパー、ティッシュペーパー等が

輸入できずに不足するといったうわさが流れ、これらを買い占める行動があ

ちらこちらで生じ、結果としてトイレットペーパーやティッシュペーパーが

実際に不足するといった現象もみられた。このようにデマやフェイクニュー

スも、感染症とともにパンデミックに国境を越え、世界中に拡散し、社会に

動揺をもたらすようになっている。いわゆる「インフォデミック」と言われ

る現象である。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、モビリティによって境界を越

えて誰でもが感染する可能性をもつがゆえに、それとともにデマ情報、差別

感情、恐怖も社会的に構築され、世界中に拡散されていく。そのプロセスに

おいて、「夜の街関連／そうでないもの」「ローカル／ビジター」等の新たな

境
boaders

界も境
b e y o n d  b o a r d e r s

界を越えて生みだされていく。

5．デジタル革命後の観光

現代社会においてモビリティは、既存のリアルなものを「固定化」させる

ことなく、つねに揺るがせ、変化させ、＜新たなリアル＞を絶えず生み出し
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ている。とくにツーリズム・モビリティは新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の感染が拡大する状況下において、世界に人、モノ、資本、情

報、データ、イメージ、観念、技術等を移動させているとともに、ウイルス

も移動させたと言える。

いわば観光は世界に対して、ウイルスによるリスクを贈
ギフ ト

与したのである。

では観光は、もはや、ないほうが良いものなのだろうか。

実は観光には、今後の社会を形成するうえで重要な可能性が秘められてい

る。以下では、そのことについて、観光が今後、①「どのような形態をもつ

ようになるのか」、②「そのなかで、どのような意義をもつのか？」を考え

る中で描写することができるだろう。

まず今後、観光がどのような形態をもつようになるのかについては、モビ

リティの現在のあり方をみることで描き出すことができる。モビリティは、

現在、「デジタル革命」を経たメディアが果たしてきた役割を無視して論じ

ることができなくなっている（Endo 2020）。「デジタル革命」とは、メディ

アの仕組みがデジタルテクノロジーを用いた仕組みに移行することを意味

するにとどまらず、メディアがデジタルテクノロジーを用いることによっ

て、そのテクノロジーを支えていた社会システムをも大きく変えてしまうこ

とをも意味している。

音楽を例にあげるならば、現代の音楽聴取のしかたはスマートフォンから

音楽配信アプリにアクセスし、ストリーミング配信されたデジタル音源を聴

取するという方法が一般的になっている。こうしたテクノロジーが音楽マー

ケットを変え、人びとのライフスタイルにもインパクトをあたえ、ウォーキ

ングやランニングをしたり、飛行機、電車、自動車に乗ったりと、＜移動し

ながら聴取するもの＞へと音楽のあり方そのものを変えてしまっているの

である。

デジタルテクノロジーがモビリティにおいて重要な役割を果たすという

ことは、モノのモビリティの現れ方（マテリアルスケープ）においても顕著
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に表れている。RFIDを用いた物流なども、これに相当するものである。RFID

（Radio Frequency Identification）とは、商品などのモノに ID情報を埋め込ん

だ ICタグをつけ、電磁波を用いた近距離の無線通信によって、接触するこ

となくモノの情報やデータをやりとりする自動認識技術を言う（このテクノ

ロジーを用いているものとしてよく知られているのが、JR東日本で 2001年

に導入された交通系 ICカード「Suica」である）。このテクノロジーは近年で

は物流システムにも積極的に応用されるようになっており、商品が「いつ、

どこにあったのか」「現在どこにあるのか」「それは、どのような状態なのか」

等に関するデータが収集できるようになる。このデータの最適解をAIによっ

て解析すれば、必要な場所へ何をいかにして、どれほどの量で移動させるの

かが計画できる。

そうなれば、コンビニエンスストアの店舗で AI搭載ロボットに ICタグの

データを読みとらせ解析させたうえで商品の発注・返品・廃棄を行ったりす

ることも可能となり、物流のあり方は大きく変わっていくことになるだろ

う。それだけではない。ICタグを読みとるメガネをつけると商品を手にした

人がモノの履歴を読みとれたり、AI搭載型の洗濯機が洗濯物の ICタグから

情報・データを読みとり最も適切な洗濯モードを自動選択できたりする。

デジタルテクノロジーによる情報・データのモビリティによって大きなイ

ンパクトを受けたモノのモビリティのあり方が、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）以後の社会を、そして私たちの生
l i f e

を変えていくことになるので

ある。モビリティがデジタルテクノロジーと出会うことで、モノと人が、ま

るで人と人が「会話」するようにコミュニケーションし合うようになる。そ

のことによって、まさに人のあり方も新たな様相―モノ、環境、動物等と

積極的に関わり合う「人新生」時代の人―へと変容していくのである（篠

原 2018）。

それゆえ私たちが生きる現代社会は、まさにモバイルでデジタルな社会で

あると特徴づけることができるのだ。アンソニー・エリオットも、立命館大
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学人文科学研究所主催の講演会「モバイル・ライブズとその後（MOBILE 

LIVES AND AFTER）」（2018年 10月 24日開催）において、20世紀後半以降

のモビリティを以下の三段階に分け、現在、モビリティの潮
フロー

流がデジタルテ

クノロジーと手を携えながら生成されるようになっていることを指摘する。

①  モビリティ 1.0：人、モノ、資本、情報、イメージ、データ、技術等が移

動する状況が常態化し、グローバル社会が生成するようになった時代

②  モビリティ 2.0：人、モノ、資本、情報、イメージ、データ、技術等が移

動する状況が常態化するようになったグローバル社会によって、私たちの

生
l i f e

のありようが大きく変容し始める時代

③  モビリティ 3.0：AIをはじめとするデジタルテクノロジーと深く絡まり合

いながら移
モビリティ

動のありようが進化＝深化をとげていく時代

観光もまた、デジタル革命を経たデジタルテクノロジーを積極的に融合さ

せながら、これまでに私たちが見たことのない新たな観光のかたちをつくり

だしていくことになる。事実、観光の領域では現在、AIの導入が積極的に行

われるようになっている。たとえば、いくつかの企業では、観光施設向け

「多言語 AIチャットボット」が開発されている。観光客は、スマートフォン・

アプリにおいて話しかけたり、文字を打ち込んだりしながら AIとコミュニ

ケーションを行う。

そうすることでホテルがこのシステムを導入している場合には、観光客

は、チャットボット（自動会話プログラム）を通じて、チェックインとチェッ

クアウト時間、ホテルまでのアクセス情報、部屋内のネット環境、アメニ

ティの内容等のホテル情報を得たり、宿泊を予約したり、モーニングコール

を設定したり、宿泊している部屋の清掃を依頼したりできるのである。

しかも、それは 24時間休みなく、日本語だけではなく英語、中国語、韓

国語等の多言語にも対応できるものとなっている。航空会社でも、こうした

システムを導入している場合には、観光客はスマートフォンを用い AIと会

話をしながら航空チケットを予約できたり、チケットの変更ができたりす
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る。まさにホスピタリティ産業のスタッフが行うべき業務（の一部）を、AI

が代替して行ってくれるようになっているのだ。

他にも、AIが、観光客の感想・評価を蓄積したデータベースからユーザの

興味・関心に合わせた観光を提案するシステムもある。さらには AIを搭載

したヒューマノイドロボットが多言語で道案内をしてくれる観光施設、それ

らロボットが相席して会話に応じてくれるだけでなく占いやミニゲームで

遊べたり（ときには踊ってくれたり）するカフェもある。

このようにデジタルテクノロジーが観光に深く介在するようになること

で、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）以後の観光は、地域の文化や自

然をそのまま見せるのではなくなっていく。観光産業は、地域の文化や自然

をコンテンツにまで昇華させ創造し、バーチャルなデジタルテクノロジーを

活用しながら、それら地域コンテンツを観光客にさまざまに経験・体験して

もらい、感動という情動を呼び起こしていくような産業になるであろう。い

わば、「地域コンテンツ創造産業」・「経験創造産業」・「情動創造産業」へと

シフトしていくだろう。

身体的な移動を通して現地を旅することは数年かけて、次第に回復し、再

び行われるようになる。ただ、今後は、そうしたときでも、ただ「きれいな

風景を見る」のではなく、メディア技術を活用しながら「風景をきれいなコ

ンテンツに昇華させて見せる」ようになる。旅で「楽しい出会いを経験する」

のではなく、「出会いをコンテンツにして楽しい経験をさせる」のである 4）。

それこそが新しい観光様式となるのだ。

6．むすびにかえて―歓
ホスピタリティ

待を贈
ギフ ト

与する観光

その中で観光は、今まで以上に重要な意義を担うようになる。それは何か。

これが第二の問いである。―それは、歓
ホスピタリティ

待の贈
ギフ ト

与をもたらすという意義

である（岩野 2019および近内 2020）。観光はデジタルテクノロジーを融合さ
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せながら、観光客に対して経験や感動をあたえ、世界に歓
ホスピタリティ

待を贈
ギフ ト

与するこ

とが重要になっていく。

観光において、地域住民が、観光客をもてなす。これは、これまでも行わ

れてきたし、これからもあるだろう。ただ観光客が楽しめればそれで満足す

るというのではもはやなくなる。観光客もまた、その地域の文化を大切にし

なければならなくなるのである。それは観光客から、地域の文化に向けた

歓
ホスピタリティ

待 である。

それだけではない。地域の文化が大切にされることで、その文化を背景と

して自然も大切に育まれていく。文化が自然に歓
ホスピタリティ

待を贈
ギフ ト

与するのである。自

然が大切に育まれることで、観光産業もより豊かになる。そうすると観光産

業は、ローカルな地域社会の暮らしを経済的に豊かにすることができる。自

然が産業に、産業が地域社会の暮らしに対して歓
ホスピタリティ

待を贈
ギフ ト

与するのである。

そして観光によって地域社会が経済的に豊かになれば、地域住民は、さら

に一層、観光客をもてなすことになる。観光客、地域住民、文化、自然、産

業、メディアなどが相互に歓待するネットワークをつくっていくことが、も

とめられるようになるだろう。私はこれを、「歓
ホスピタリティ

待の贈
ギフ ト

与のネットワーク」

と呼んでいる。観光というモビリティには、このように、世界にリスクを

贈
ギフト

与するだけでなく、歓
ホスピタリティ

待を贈
ギフ ト

与する役割が今後もとめられる。

その場合、贈
ギフト

与を行うのは、観光客や地域住民といった人間たちだけでは

ない。人間も含め、文化、自然、産業、資本、メディアのすべてが、贈
ギフト

与を

行う主体＝エージェントとなる。いや、それはまだ正確な表現ではないかも

しれない。人間、文化、自然、産業、資本、メディアが最初にあって、それ

らが「歓
ホスピタリティ

待の贈
ギフ ト

与のネットワーク」を織りなしているのではなく、「 歓
ホスピタリティ

待

の贈
ギフ ト

与のネットワーク」が最初にあって、それを織りなす構成要素として、

人間も、文化も、自然も、産業もときに渾然一体となり、ときに明確に区別

されながら形成されてくるのである（Latour 2005=2019、久保 2019）。観光

はそうしたネットワークを発動させる装置としての役割が今後もとめられ
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ていくのだと言えよう。

ただし、それを実現するためには、私たちは、移動の公正さ、すなわちモ

ビリティ・ジャスティスを考慮に入れていかなければならないのではないだ

ろうか（Sheller 2018）。つまり、「ローカルな地域の暮らし、文化、自然など

を破壊せず、逆に活
アクティベート

性化できるグローバルなモビリティとは何か？」をつね

に問うことが必要なのである。観光とメディアの相互作用の中で、ローカル

とグローバルの間の適正バランスを模索し続けることが必要となる。

フランスの社会学者・人類学者であるマルセル・モースが示唆しているよ

うに、社会とは実は「贈
ギフト

与のネットワーク」の別名であるのだとすれば（Mauss 

1925=2014）、私たちが社会的存在であり続けるためには、そのネットワーク

を発動させるべく自由に移動すること、自由に集まること、そこで自由に遊

ぶことといった、「移動の自由」「集まることの自由」「遊ぶ自由」を簡単に

手放すべきではない。その一方、モースもポトラッチを例にあげながら贈
ギフト

与

の破壊的側面について指摘したように（Mauss 1925=2014, 118）、贈
ギフト

与には、

つねに歓
ホスピタリティ

待とリスクの両面があることをつねに念頭におく必要がある。だ

からこそ、リスクの贈
ギフ ト

与をコントロールし、歓
ホスピタリティ

待の贈
ギフ ト

与へと弁証していく

ことが私たちには求められていくのである。新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）によって既存の形における観光の終焉はもたらされるかもしれ

ない。だがそれは、新たな形での観光の始まりを告げるものとなるはずだ。

［注］
１） アパデュライが示しているのは、「エスノスケープ」「テクノスケープ」「ファイナンス
スケープ」「メディアスケープ」「イデオスケープ」である。「エスノスケープ」「ファ
イナンススケープ」については、ここで述べた通りである。そして「メディアスケー
プ」と「イデオスケープ」は、私が示す「イマジナリースケープ」に相当する。その
中でもとくに「メディアスケープ」は、新聞、テレビ、ウェブ等のメディアを通じて
ポピュラー・カルチャーをはじめ、様ざまなイメージや表象のモビリティによって見
えてくるグローバル社会の現れ方を意味している。また「イデオスケープ」とは、イ
メージの中でも特にイデオロギー的な価値観や世界観が国境を越えモバイルなもの
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となることで揺らいでいく事態を指している。それ以外に、アパデュライは「テクノ
スケープ」を挙げているが、これは、機械技術的なものであれ、情報技術的なもので
あれ、テクノロジーが多様な境界を越えて移動している事態を指している。

２） 感染症の流行は、その流行の範囲に応じて、「エンデミック」「エピデミック」「パンデ
ミック」に分類できる。「エンデミック」は感染症の流行が地域的に狭い範囲に限定さ
れ、一定の罹患率（または一定の季節的周期）で繰り返される状態を言う。「エピデ
ミック」は特定の地域において、通常の予測以上に感染症が広がることを意味する。
それに対して「パンデミック」とは、感染症が国境を越え、世界中で流行することを
意味する。世界保健機関（WHO）は 2020年 2月初旬には、新型コロナウイルス感染
症（COVID-19）が「エピデミック」の段階にあり、まだ「パンデミック」の段階には
至っていないとの認識を示していたが、同年 3月 11日の時点で「パンデミック」と
いえる状態であるとの認識に至ったと説明している。

３） 世界中にパンデミックに拡散されるのは感染症やデマだけではない。モビリティの時
代においては、「承認」もまた国境を越えて拡散されていく。これについては、「イン
スタ映え」といった現象を思い浮かべてみれば良い。社会学者の宮台眞司は、インス
タグラムへの写真投稿において得られる「いいね」は結局のところ、「空虚な承認」に
過ぎないと否定的に語っている。彼は、「実際より見栄えのいい、多少ウソが入った写
真を投稿してでも、ネットで『いいね』を欲しがる『インスタ映え』の現象は、社会
からの承認が欲しいのに得られない、という不安の埋め合わせです」と朝日新聞の記
事の中で述べている（朝日新聞 2017年 12月 7日朝刊）。だがインスタ映えにおける
「承認」のあり方を探っていくと、そこからモビリティの時代における社会の「構造」
をとりだすことができ、現代社会の相貌を抉り出すことができるのである。そうであ
るならば、社会学者は、「インスタ映え」の承認を「空虚な承認」に過ぎないと否定的
に語るだけでは不十分だと言えよう。

４） ここで同時にデジタルテクノロジーが、監視社会化をより進展させ、様々なリスクを
もたらすものであることも指摘しておくべきであろう。これについては、アンソニー・
エリオットも『The culture of AI』において詳細に議論している（Elliott 2019）。
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